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県民意見提出書 
＜提出方法＞いずれかの方法で、いずれかの提出先へ提出してください。 

１ 電子メール ①福島県土木部土木企画課 doboku_kyoujinka@pref.fukushima.lg.jp  

②郡山市建設構想部河川課 kasen@city.koriyama.lg.jp 

２ 郵便 ①〒960-8670 福島県土木部土木企画課社会基盤強靱化担当宛（住所省略可） 

②〒963-8601 郡山市建設構想部河川課宛（住所省略可） 

３ FAX 福島県土木部土木企画課 024-521-7950 

４ 持参 ①福島県土木部土木企画課（県庁本庁舎４階） 

②郡山市建設構想部河川課（郡山市役所本庁舎（東側）４階） 

谷田川流域水害対策計画（素案）への意見は以下③、④へ持参して提出も可能 

③須賀川市建設部道路河川課（須賀川市役所２階） 

④平田村産業建設課（平田村役場２階） 
 

 

※必要事項に不備があるものは、受け付けませんので御注意願います。 

件名 
〇逢瀬川 

〇谷田川 流域水害対策計画（素案）について 

※御意見を提出する河川名に〇をつけてください。（片方又は両方） 

 

※御意見については、該当するページが分かるように記入してください。 

ページ 
P5 
P15 
P26 

意見内容 

逢瀬川流域水害対策計画（素案） 
 
動植物の生息・ 生育に配慮した河川整備が行われた P5 
逢瀬橋上流から国道 49 号区間にて、川の特性に応じた３つのゾーンを設定

し、動植物の生息・生育に配慮した河川 整備が行われた。P15 
 
P26 
県が行う河川の整備は植物が生育するような護岸ブロックが採用されている

のに対し、市が行う河川の整備は植物の生育できないコンクリート護岸で、

またサイクリングロード（川に沿った道路）も防草シートで覆われ植物がほ

とんどない状態になっています。P5 や P15 にあるような動植物の生息・ 生育

に配慮した河川整備が行われたようには感じられません。植物が見られない

ため道路と防草シートの境目が同色でやや認識しづらく自転車の転落事故の

危険性が増すようにも思います。防草シートの下は植物の根が張らずに乾燥

した砂地になり地盤が弱くなったりしないものかも心配です。また植物が生

育していないことによる気温上昇、温暖化への影響も心配です。 
 
逢瀬川流域水害対策計画（素案）を元に意見しましたが、 
谷田川流域水害対策計画（素案） 
p13  
図 1.18 河川激甚災害特別緊急事業整備後の様子（大橋より下流を望む） 
についても同様の意見です。 
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県 民 意 見 提 出 書 

＜提出方法＞いずれかの方法で、いずれかの提出先へ提出してください。 

１ 電子メール ①福島県土木部土木企画課 doboku_kyoujinka@pref.fukushima.lg.jp  

②郡山市建設構想部河川課 kasen@city.koriyama.lg.jp 

２ 郵便 ①〒960-8670 福島県土木部土木企画課社会基盤強靱化担当宛（住所省略可） 

②〒963-8601 郡山市建設構想部河川課宛（住所省略可） 

３ FAX 福島県土木部土木企画課 024-521-7950 

４ 持参 ①福島県土木部土木企画課（県庁本庁舎４階） 

②郡山市建設構想部河川課（郡山市役所本庁舎（東側）４階） 

谷田川流域水害対策計画（素案）への意見は以下③、④へ持参して提出も可能 

③須賀川市建設部道路河川課（須賀川市役所２階） 

④平田村産業建設課（平田村役場２階） 

 

※必要事項に不備があるものは、受け付けませんので御注意願います。 

件名 

逢瀬川 

谷田川 
流域水害対策計画（素案）について 

※御意見を提出する河川名に〇をつけてください。（片方又は両方） 

  

※御意見については、該当するページが分かるように記入してください。 

ページ 意見内容 

 

谷田川 P.13～14 

（１）河川の課題 

河川の拡幅といった抜本的な河道改修は困難…流域全体での雨水貯留浸透

施設の整備などの貯める対策が必要である 

↓ 

上記記載内容を踏まえ、貯留施設に関わる県、市、企業、住民が、次の取

組がしやすい環境の配慮をしていただきたい。 

具体的にはハード・ソフト両面が考えられるが、例えば、現状の発表資料

にはない、１万㎥の貯留施設であれば…などである。現状のままでの補助金

対応ばかりでなく、柔軟な対応や法律、条例の緩和など、取組むべき項目は

数多くあります。住んで良かったと言える街づくりを産学官住で進めていき

ましょう。 
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